
林
氏
墓
地
と
林
述
斎
・
佐
藤
一
斎
の
墓
制

吾

妻

重

二

は
じ
め
に

東
京
都
新
宿
区
牛
込
に
は
江
戸
時
代
初
期
の
林
羅
山
（
一
五
八
三
―
一
六
五
七
）
ら
林
家
代
々
の
墓
が
今
な
お
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
「
林
氏
墓
地
」
は
貴
重
な
儒
式
墓
と
し
て
国
指
定
史
跡
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
十
一
月
三
日
の
文
化
の
日
前
後
に
一
般
公
開
さ
れ
て

い
る
の
で
ご
存
じ
の
向
き
も
多
か
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
の
墓
地
は
「
儒
式
」
と
は
い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
に
造
ら
れ
た
の
か
は
従
来
ほ

と
ん
ど
調
べ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
墓
制
（
墓
碑
の
形
や
大
き
さ
な
ど
）
が
実
は
南
宋
・
朱
熹
の
『
家
礼
』
に
よ
っ
て
い

る
こ
と
は
か
つ
て
論
じ
た
と
お
り
で
、
羅
山
ら
は
忠
実
な
朱
子
学
者
た
ら
ん
と
し
て
、
思
想
の
み
な
ら
ず
儀
礼
に
つ
い
て
も
朱
熹
の
構
想

に
従
お
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た（

1
）。
こ
の
林
氏
墓
地
は
伊
藤
仁
斎
ら
伊
藤
家
の
墓
地
（
京
都
府
）
や
水
戸
藩
の
常
盤
・
酒
門
共
有
墓
地
（
茨

城
県
）、
大
塚
先
儒
墓
地
（
東
京
都
）
な
ど
と
と
も
に
規
模
の
大
き
な
『
家
礼
』
式
墓
地
と
し
て
、
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
や
朝
鮮
な
ど

東
ア
ジ
ア
の
儒
教
史
に
お
い
て
も
特
色
あ
る
史
跡
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る（

2
）。

た
だ
し
、
林
氏
墓
地
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
林
述
斎
（
一
七
六
八
―
一
八
四
一
）
以
下
、
江
戸
時
代
末
期
の
林
家
当
主
の
墓
制
は
儒
式

と
は
い
え
、『
家
礼
』
を
模
範
と
し
た
羅
山
た
ち
前
期
当
主
の
も
の
と
は
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
墓
の
つ
く
り
が
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
違
う

林
氏
墓
地
と
林
述
斎
・
佐
藤
一
斎
の
墓
制
（
吾
妻
）
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の
か
、
か
ね
が
ね
疑
問
に
思
っ
て
い
た
が
、
近
年
の
調
査
に
よ
り
そ
の
理
由
が
知
ら
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い（

3
）。

一

林
氏
墓
地
に
つ
い
て
―
―
特
に
『
家
礼
』
と
の
関
係

ま
ず
、
林
氏
墓
地
に
つ
い
て
一
瞥
し
て
お
く（

4
）。
林
家
の
墓
地
は
も
と
も
と
上
野
忍
岡
の
羅
山
の
別
墅
内
に
あ
っ
た
が
、
元
禄
十
一
年

（
一
六
九
八
）、
羅
山
の
孫
、
す
な
わ
ち
林
家
第
三
世
鳳
岡
の
時
代
、
牛
込
に
幕
府
か
ら
屋
敷
地
を
賜
わ
っ
た
た
め
、
そ
の
西
北
隅
の
区
画

に
新
た
に
墓
地
が
営
ま
れ
た
。
こ
の
時
、
上
野
忍
岡
に
あ
っ
た
羅
山
と
そ
の
妻
荒
川
亀
、
林
家
第
二
世
の
鵞
峰
ら
の
墓
が
こ
こ
に
改
葬
さ

れ
る
。
そ
の
後
、
林
家
の
人
々
は
代
々
こ
こ
に
葬
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
明
治
以
降
に
な
る
と
範
囲
が
整
理
縮
小
さ
れ
た
結
果
、

現
在
は
面
積
三
百
五
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
ほ
ぼ
二
十
メ
ー
ト
ル
四
方
の
敷
地
内
に
林
氏
八
十
一
基
の
墓
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
墓
碑
群
の
う
ち
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
羅
山
妻
の
荒
川
亀
の
墓
で
あ
り
、
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
に
没
し
、『
家
礼
』
の

方
式
に
沿
っ
て
埋
葬
さ
れ
た
。
そ
の
葬
儀
の
記
録
が
子
の
鵞
峰
撰
『
泣
血
余
滴
』
で
、
三
年
後
の
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
京
都
で
出
版

さ
れ
て
い
る（

5
）。
こ
れ
を
見
る
と
『
家
礼
』
の
影
響
の
大
き
さ
が
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
っ
て
、
い
ま
『
泣
血
余
滴
』
の
序
文
を
見
る
と
、

昔
朱
文
公
遭
其
母
祝
孺
人
之
喪
、
折
衷
儀
礼
士
喪
而
制
作
家
礼
、
後
学
無
不
由
之
。
本
朝
釈
教
流
布
闔
国
、
為
彼
被
惑
、
無
知
儒
礼

者
。
故
無
貴
賤
、
皆
葬
事
無
不
倩
浮
屠
。
嗚
呼
、
痛
哉
。
近
世
、
有
志
之
人
、
雖
偶
注
心
於
家
礼
、
然
拘
於
俗
風
、
而
雖
欲
為
之
而

不
能
行
者
亦
有
之
。
今
余
丁
母
之
憂
、
而
其
葬
悉
従
儒
礼
行
之
。
因
叙
其
次
序
、
滴
涙
以
記
之
如
左
、
取
高
柴
親
喪
泣
血
之
言
而
号

曰
泣
血
余
滴
。

（
昔
朱
文
公
、
其
の
母
祝
孺
人
の
喪
に
遭あ

い
、『
儀
礼
』
の
士
喪
を
折
衷
し
て
『
家
礼
』
を
制
作
す
。
後
学
、
之
に
由
ら
ざ
る
無
し
。

本
朝
、
釈
教
闔
国
に
流
布
し
、
彼
の
為
に
惑
わ
さ
れ
、
儒
礼
を
知
る
者
無
し
。
故
に
貴
賤
と
無
く
、
皆
な
葬
事
、
浮ふ

屠と

を
倩よ

し
と

せ
ざ
る
無
し
。
嗚
呼
、
痛
ま
し
い
か
な
。
近
世
、
志
有
る
の
人
、
偶た

ま

た
ま
心
を
『
家
礼
』
に
注
ぐ
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
俗
風
に
拘な

ず
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み
て
、
之
を
為
さ
ん
と
欲
す
と
雖
も
、
行
な
う
能
わ
ざ
る
者
亦
た
之
れ
有
り
。
今
、
余
、
母
の
憂
に
丁あ

い
て
、
其
の
葬
悉

こ
と
ご
とく
儒

礼
に
従
い
て
之
を
行
な
う
。
因
り
て
其
の
次
序
を
叙
し
、
滴
涙
し
て
以
て
之
を
記
す
こ
と
左
の
如
し
。）

と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
か
つ
て
朱
熹
が
母
の
祝
氏
の
葬
儀
を
き
っ
か
け
と
し
て
『
儀
礼
』
士
喪
礼
を
も
と
に
『
家
礼
』
を
ま
と
め
た

こ
と
、
そ
の
後
、
後
学
に
よ
っ
て
こ
の
書
が
長
く
援
用
さ
れ
た
こ
と
、
し
か
し
日
本
で
は
仏
教
（
浮
屠
）
に
惑
わ
さ
れ
て
貴
賤
を
問
わ
ず

仏
式
の
葬
儀
が
広
ま
っ
た
結
果
、
儒
礼
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
嘆
い
た
鵞
峰
は
母
荒
川
氏
を

す
べ
て
「
儒
礼
」
す
な
わ
ち
『
家
礼
』
に
も
と
づ
い
て
行
な
い
、
そ
の
式
次
第
の
記
録
を
『
泣
血
余
滴
』
と
し
て
残
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

以
後
、
林
家
の
葬
儀
は
こ
の
『
泣
血
余
滴
』
が
定
式
と
な
り
、
荒
川
氏
死
去
の
翌
年
す
な
わ
ち
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
没
し
た
羅

山
の
葬
儀
、
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
に
没
し
た
羅
山
第
四
子
で
鵞
峰
弟
の
読
耕
斎
の
葬
儀
、
い
ず
れ
も
同
書
に
よ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に

第
二
世
林
鵞
峰
、
第
三
世
林
鳳
岡
、
第
四
世
林
榴
岡
、
第
五
世
林
鳳
谷
、
第
六
世
林
鳳
潭
、
第
七
世
林
錦
峰
ら
の
墓
碑
は
大
き
さ
、
形
と

も
荒
川
氏
・
羅
山
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
つ
く
り
の
『
家
礼
』
式
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
女
性
の
場
合
も
お
お
む
ね
同
じ
で
、
早
逝
し
た
殤

子
の
場
合
が
や
や
小
さ
い
と
い
う
程
度
で
あ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
土
葬
で
、
本
来
は
墳
土
を
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
墳
土
の
形
だ
け
は
『
家
礼
』
式
の
円
墳
で

は
な
く
、『
礼
記
』
檀
弓
篇
上
に
い
う
馬
鬣
封
の
形
式
で
あ
っ
て
、
荒
川
氏
・
羅
山
以
来
の
林
家
の
伝
統
で
あ
っ
た
が
、
現
在
、
往
年
の

墳
土
を
そ
の
ま
ま
残
す
墓
が
一
つ
も
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
『
家
礼
』
お
よ
び
そ
れ
に
も
と
づ
く
『
泣
血
余
滴
』
の
記
述
が
林
家
の
基
本
墓
制
と
な
っ
た
わ
け
で
、
い
ま

そ
の
墓
制
の
代
表
と
し
て
荒
川
氏
と
林
羅
山
の
墓
に
つ
い
て
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。『
家
礼
』
式
墓
碑
の
特
色
を
ふ
ま
え
、
最
初
に

そ
の
型
を
示
し
、
つ
い
で
墓
碑
正
面
に
刻
ま
れ
た
題
字
を
か
ぎ
括
弧
つ
き
で
掲
げ
る（

6
）。
さ
ら
に
碑
身
の
寸
法
（
セ
ン
チ
）
を
高
さ
×
幅
×

厚
さ
で
示
す
。
ま
た
趺
（
台
石
）
に
つ
い
て
は
上
部
（
第
一
段
）
の
高
さ
の
み
を
記
し
た
。
他
に
背
面
な
ど
の
文
字
に
つ
い
て
も
紹
介
し

林
氏
墓
地
と
林
述
斎
・
佐
藤
一
斎
の
墓
制
（
吾
妻
）

【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第72巻第⚑・⚒合併号／
吾妻重二 最終⚓校／通し

三
一



て
お
く
。

○
荒
川
亀
（
一
五
九
八
―
一
六
五
六
）〈
図
⚑
〉

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

「
順
淑
孺
人
荒
川
氏
龜
媼
之
墓
」

碑
身

七
十
八
×
二
十
三
・
五
×
十
五
・
五

趺

方
趺

十
三
・
五
（
地
上
部
分
）

背
面
に
「
明
曆
二
年
丙
申
季
春

孝
子
春
齋
林

恕

立
」
と
刻
む

墳
土

な
し

○
林
羅
山
（
一
五
八
三
―
一
六
五
七
）〈
図
⚒
〉

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

「
文
敏
先
生
羅
山
林
君
之
墓
」

碑
身

七
十
八
×
二
十
三
・
二
×
十
五
・
三

趺

方
趺

十
九

向
か
っ
て
右
面
か
ら
背
面
、
左
面
へ
と
履
歴
を
刻
む

（
左
行
→
右
行
の
順
）
文
末
「
明
暦
三
年
丁
酉
三
月

中
旬

孝
子
春
齋
林
恕
誌
／
門
人
坂
伯
元
書
」

墳
土

な
し
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図⚑ 荒川亀（林羅山妻）墓図⚒ 林羅山墓



こ
れ
ら
の
墓
は
い
ず
れ
も
鵞
峰
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、
墓
碑
の
形
状
は
左
右
対
称
で
上
部
を
す
っ
き
り
尖
ら
せ
た
稜
角
を
も

つ
、
い
わ
ゆ
る
タ
イ
プ
Ｂ
の
将
棋
型
で
あ
り
、『
家
礼
』
に
い
う
「
圭
首
」
を
こ
う
解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
大
き
さ
も
『
家
礼
』

に
い
う
尺
数
を
羅
山
・
鵞
峰
な
り
に
計
算
し
て
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
の
『
家
礼
』
式
墓
碑
に
お
け
る
尖
頭
型
の
典
型
を
示
し
て

い
る
。
ち
な
み
に
碑
身
に
刻
ま
れ
る
「
順
淑
孺
人
」
お
よ
び
「
文
敏
先
生
」
は
私
諡
、「
春
斎
林
恕
」
は
鵞
峰
の
こ
と
で
、「
春
斎
」
は
そ

の
別
号
、「
恕
」
は
名
で
あ
る
。

こ
の
墓
制
は
以
後
、
林
氏
歴
代
の
墓
は
も
ち
ろ
ん
、
林
家
の
権
威
と
あ
い
ま
っ
て
江
戸
時
代
に
お
け
る
日
本
の
『
家
礼
』
式
儒
墓
の
一

モ
デ
ル
に
な
っ
た
。
日
本
に
は
他
に
も
『
家
礼
』
式
儒
墓
は
少
な
く
な
く
、
林
家
の
墓
制
の
影
響
は
か
な
り
広
範
に
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
こ
の
墓
制
が
中
国
や
朝
鮮
に
は
な
い
日
本
独
特
の
も
の
で
、
同
じ
く
『
家
礼
』
の
影
響
を
受
け
た
東
ア
ジ
ア

の
国
々
の
中
で
も
独
自
の
形
式
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
『
家
礼
』
に
い
う
「
圭
首
」
を
こ
の
よ
う
な
尖
頭
型
（
将
棋

型
）
と
解
釈
す
る
の
は
、
筆
者
の
知
る
限
り
、
中
国
に
も
朝
鮮
に
も
な
い
形
式
で
あ
っ
て
、
日
本
の
儒
式
墓
の
特
異
な
つ
く
り
に
な
っ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

二

林
述
斎
ら
の
墓
制

こ
の
よ
う
に
、
林
家
の
墓
制
は
ひ
と
ま
ず
『
家
礼
』
と
『
泣
血
余
滴
』
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
林
家
を
再
興
し
た
第
八
世

林
述
斎
以
下
、
十
一
世
林
復
斎
に
至
る
四
人
の
墓
の
つ
く
り
は
こ
れ
と
は
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
切
石
で
各
墓
所
を
仕
切
り
、

石
畳
を
敷
く
な
ど
規
模
が
比
較
的
大
き
く
、
ま
た
墳
土
の
上
に
樹
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
点
も
目
を
引
く
。
す
な
わ
ち
次
の
四
基
が
そ
う

で
あ
る
（
図
⚓
）。

林
氏
墓
地
と
林
述
斎
・
佐
藤
一
斎
の
墓
制
（
吾
妻
）
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図⚓ 林氏墓地見取図
（新宿区教育委員会『国史跡 林氏墓地調査報告書』⚘頁）
左端の ⚑ が林羅山墓、左下の ⚒ が荒川亀墓。上に 26
林述斎墓、29 林檉宇墓、33 林壮軒墓、37 林復斎墓の四
基が大きな区画をもって並んでいる。26甲は述斎墓表。



第
八
世

林
述
斎
（
一
七
六
八
―
一
八
四
一
）

第
九
世

林
檉
宇
（
一
七
九
三
―
一
八
四
七
）
述
斎
三
男

第
十
世

林
壮
軒
（
一
八
二
八
―
一
八
五
三
）
檉
宇
三
男

第
十
一
世

林
復
斎
（
一
八
〇
一
―
一
八
五
九
）
述
斎
六
男

こ
れ
ら
四
基
の
墓
制
は
ほ
ぼ
等
し
い
の
で
、
い
ま
述
斎
の
墓
に
つ

い
て
の
み
と
り
上
げ
て
検
討
す
る
。

○
林
述
斎
（
一
七
六
八
―
一
八
四
一
）〈
図
⚔
お
よ
び
図
⚕
〉

尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）

「
快
烈
先
生
林
府
君
墓
」

碑
身

九
十
六
・
二
×
二
十
七
・
八
×
二
十
四
・
五

趺

方
趺

九
（
地
上
部
分
）

側
面
・
背
面
に
墓
碑
文
な
し

墳
土

な
し

代
わ
り
に
真
上
に
樹
（
モ
ク
セ
イ
）
を
植
え
る

切
石
で
墓
所
の
周
囲
を
仕
切
る

幅
二
百
六
十
一
、
奥
行
五
百

二
十
五

向
か
っ
て
左
手
前
に
墓
表
が
立
つ

高
さ
二
百
三
十
、
幅
百
二

十
七

正
面
枠
内
冒
頭
に
「
故
大
内
記
快
烈
林
公
墓
表
／
門

人

佐
藤
坦
謹
撰

市
河
三
亥
敬
書
」
と
題
し
、
つ
い
で

林
氏
墓
地
と
林
述
斎
・
佐
藤
一
斎
の
墓
制
（
吾
妻
）
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正
面
か
ら
裏
面
に
か
け
て
詳
細
な
墓
表

文
を
小
字
で
刻
む

文
末
「
天
保
十
二

年
歳
次
辛
丑
冬
十
一
月
上
澣
建
」

墓
碑
正
面
に
刻
ま
れ
る
「
快
烈
」
は
私
諡
、

「
府
君
」
は
男
子
の
尊
称
で
あ
る
。
ま
た
左
手

前
に
立
つ
墓
表
に
つ
い
て
い
え
ば
、
題
に
い
う

「
大
内
記
」
は
述
斎
晩
年
に
幕
府
か
ら
賜
わ
っ

た
叙
爵
で
あ
る
。
撰
者
の
「
佐
藤
坦
」
は
佐
藤

一
斎
（
一
七
七
二
―
一
八
五
九
）
で
、
そ
の
『
愛

日
楼
全
集
』
巻
二
十
一
・
墓
表
に
こ
の
文
を
収

め
る（

7
）。
書
丹
者
の
「
市
河
三
亥
」
は
書
家
と
し

て
幕
末
の
三
筆
に
数
え
ら
れ
た
市
河
米
庵
（
一

七
七
九
―
一
八
五
八
）
で
、
一
斎
、
米
庵
と
も
述
斎
の
門
人
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
墓
表
を
立
て
る
こ
と
に
つ
い
て
は
『
家
礼
』
に
記
述

が
な
く
、
功
績
の
大
き
さ
を
称
え
る
た
め
に
特
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
墓
碑
の
形
状
は
荒
川
氏
、
羅
山
と
同
じ
く
『
家
礼
』
の
尖
頭
型
（
タ
イ
プ
Ｂ
）
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
た
だ
し
、
高
さ
と
幅
は

羅
山
た
ち
の
も
の
よ
り
も
一
ま
わ
り
大
き
く
、
他
の
例
を
探
せ
ば
江
戸
初
期
、
中
村
惕
斎
の
墓
碑
（
九
十
五
・
五
セ
ン
チ
×
二
十
八
・
五

セ
ン
チ
）
に
ほ
ぼ
等
し
い（

8
）。
中
村
惕
斎
は
礼
学
・
礼
制
研
究
の
大
家
で
あ
っ
て
、『
家
礼
』
に
い
う
「
高
さ
四
尺
」
と
「
幅
一
尺
以
上
」
を
、

日
本
の
曲
尺
で
は
な
く
中
国
の
周
尺
（
二
十
三
・
一
セ
ン
チ
）
に
即
し
て
計
算
し
た
ふ
し
が
あ
り
、
述
斎
は
こ
れ
を
参
照
し
た
か
も
し
れ

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
七
十
二
巻
第
一
・
二
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墳上にモクセイが大きく茂っている。



な
い
。
た
だ
し
厚
さ
は
惕
斎
の
墓
碑
が
十
九
セ
ン
チ
な
の
に
対
し
て
述
斎
の
場
合
は
二
十
四
・
五
セ
ン
チ
な
の
で
、
か
な
り
重
厚
で
ど
っ

し
り
と
し
た
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
墓
碑
の
形
こ
そ
『
家
礼
』
の
尖
頭
型
で
あ
る
が
、
よ
く
見
る
と
述
斎
ら
の
墓
の
つ
く
り
は
そ
れ
ま
で
の
林
家
歴
代
の
墓
と

は
異
な
る
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
述
斎
お
よ
び
佐
藤
一
斎
に
よ
っ
て
新
た
な
方
式
の
儒
墓
が
考
案
さ
れ
た
た
め
で
、
次
に
そ
の
こ

と
を
検
討
し
て
み
た
い
。三

林
述
斎
『
封
禅
書
』
お
よ
び
佐
藤
一
斎
『
哀
敬
編
』
の
墓
制

⚑
『
封
禅
書
』
お
よ
び
『
哀
敬
編
』
に
つ
い
て

林
述
斎
の
こ
う
し
た
墓
制
は
し
か
る
べ
き
根
拠
を
も
っ
て
お
り
、
結
論
を
い
え
ば
述
斎
の
遺
著
『
封
禅
書
』
お
よ
び
門
人
佐
藤
一
斎
の

『
哀
敬
編
』
に
も
と
づ
い
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
葬
祭
儀
礼
に
つ
き
述
べ
た
文
献
で
、
写
本
で
の
み
伝
わ
っ
た
。

特
に
『
封
禅
書
』
は
従
来
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
近
年
筆
者
は
東
京
都
立
中
央
図
書
館
の
河
田
文
庫
に
そ
れ
を
見
出
し
、

調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
文
献
に
つ
き
紹
介
す
る
。

河
田
文
庫
は
戦
前
大
蔵
大
臣
を
務
め
た
河
田
烈い

さ
お（
一
八
八
三
―
一
九
六
三
）
の
旧
蔵
書
で
、
佐
藤
一
斎
―
河
田
迪
斎
（
佐
藤
一
斎
の

女
婿
で
養
子
）―
河
田
貫
堂
（
迪
斎
長
子
）―
河
田
烈
（
貫
堂
甥
）
と
継
承
、
集
積
さ
れ
、
佐
藤
一
斎
の
『
愛
日
楼
全
集
』
五
十
六
巻
（
写

本
）、
一
斎
自
筆
の
日
記
『
腹
暦
』
二
十
二
冊
、
一
斎
手
抄
の
『
四
庫
全
書
総
目
』（
四
庫
提
要
）
五
冊
な
ど
、
貴
重
資
料
を
数
多
く
含
む

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る（

9
）。
ち
な
み
に
林
家
第
九
世
林
檉
宇
の
墓
誌
「
恭
恪
先
生
林
府
君
墓
誌
」
を
撰
し
た
の
は
河
田
迪
斎
で
あ
る（

10
）。

さ
て
、『
封
禅
書
』
は
写
本
二
種
が
蔵
さ
れ
て
お
り
、
書
誌
情
報
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
図
⚖
お
よ
び
図
⚗
）。
本
文
は
す
べ
て
和
文

林
氏
墓
地
と
林
述
斎
・
佐
藤
一
斎
の
墓
制
（
吾
妻
）
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で
書
か
れ
て
い
る
。

封
禅
書

写
本
二
冊
（
一
二
一
―
Ｋ
Ｗ
―
六
五
）

和
文

和
紙
の
包
み
紙
の
表
に
「
封
禅
書

二
部

／
林
快
烈
公
遺
書
」
と
墨
筆
書
付

一
冊
目

写
本

大

大
和
綴

本
文
三
十
三
葉

（
一
二
一
―
Ｋ
Ｗ
―
六
五
―
一
）

巻
末
識
語
に

此
篇
我

述
齋
先
生
自
記
以
貽
諸
後
嗣
者
也

天
保
十
二
年
辛
丑
七
月
十
日
傳
寫

坦
記

と
あ
り

二
冊
目

写
本

大

四
眼
綴

本
文
二
十
六
葉

（
一
二
一
―
Ｋ
Ｗ
―
六
五
―
二
）

巻
末
に
一
冊
目
と
同
じ
識
語
あ
り
、
さ
ら
に
末

尾
に河

田
興
再
傳
寫

と
記
す
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図⚖ 林述斎『封禅書』包み紙図⚗ 林述斎『封禅書』（⚑冊目）序



ま
ず
注
意
さ
れ
る
の
は
、
一
冊
目
の
『
封
禅
書
』
の
識
語
に
「
此
篇
は
我
が
述
斎
先
生
自
ら
記
し
て
以
て
諸こ

れ

を
後
嗣
に
貽の

こ

す
者
な
り
。

天
保
十
二
年
辛
丑
七
月
十
日
伝
写
す

坦
記
す
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。「
坦
」
と
は
一
斎
で
あ
る
。
こ
の
「
天
保
十
二
年
辛
丑
」（
一
八

四
一
）
と
い
う
の
は
ま
さ
に
述
斎
が
死
去
し
た
年
で
あ
っ
て
、
上
記
の
「
故
大
内
記
快
烈
林
公
墓
表
」
に
よ
れ
ば
、
述
斎
は
同
年
六
月
二

十
一
日
に
一
斎
を
呼
ん
で
後
事
を
託
し
、
七
月
十
四
日
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
本
写
本
は
後
事
を
託
さ
れ
た
一
斎
が
述

斎
死
去
直
前
の
七
月
十
日
に
述
斎
手
稿
本
を
転
写
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
冊
目
の
方
は
識
語
末
尾
に
「
河
田
興
、
再
伝
写
す
」
と
あ
る
。「
河
田
興
」
と
は
前
述
し
た
一
斎
女
婿
の
迪
斎
で
あ
り
、
一
冊
目
の

一
斎
転
写
本
を
の
ち
に
迪
斎
が
再
度
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
わ
か
る
。

こ
の
ほ
か
、
河
田
文
庫
に
は
一
斎
自
筆
の
『
哀
敬
編
』
一
冊
も
伝
わ
っ
て
い
る
（
片
仮
名
交
じ
り
文
、
一
二
一
―
Ｋ
Ｗ
―
一
七
）。『
哀

敬
編
』
に
つ
い
て
は
か
つ
て
紹
介
、
影
印
し
た
こ
と
が
あ
り（

11
）、
そ
の
際
は
内
閣
文
庫
蔵
の
写
本
を
用
い
た
が
、
こ
の
内
閣
文
庫
本
は
河
田

文
庫
の
一
斎
自
筆
本
を
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
述
斎
と
一
斎
の
二
人
が
親
密
な
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
人
も
知
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
述
斎
は
美
濃
岩
村
藩
主
松

平
乗
蘊
の
子
で
、
林
家
第
七
世
林
錦
峰
が
若
く
し
て
没
し
た
た
め
、
幕
府
の
命
に
よ
り
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
二
十
六
歳
で
林
家
の
後

嗣
に
入
っ
て
大
学
頭
に
就
任
し
、
ま
た
昌
平
坂
学
問
所
を
設
立
し
た
の
だ
が
、
一
斎
は
他
な
ら
ぬ
岩
村
藩
家
老
の
子
で
あ
り
、
述
斎
よ
り

四
歳
下
、
少
年
時
代
か
ら
と
も
に
学
問
に
励
ん
だ
間
柄
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
述
斎
が
林
家
を
継
ぐ
と
改
め
て
そ
の
弟
子
と
な
り
、
述
斎
が

没
す
る
と
、
今
度
は
昌
平
坂
学
問
所
の
儒
官
と
し
て
幕
府
教
学
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

述
斎
の
葬
儀
は
、
こ
の
よ
う
に
述
斎
が
信
頼
を
寄
せ
、
そ
の
学
問
を
継
承
し
た
一
斎
に
よ
っ
て
と
り
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
一

斎
の
『
言
志
晩
録
』
別
存
・
第
二
十
八
条
に
、

林
家
喪
祭
旧
式
、
沿
文
公
家
礼
、
公
嘗
疑
家
礼
出
於
仮
託
、
不
欲
用
之
、
晩
年
自
述
喪
式
、
余
亦
有
哀
敬
編
、
経
公
訂
覧
。
公
病
已

林
氏
墓
地
と
林
述
斎
・
佐
藤
一
斎
の
墓
制
（
吾
妻
）
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革
、
使
余
幹
事
、
一
遵
此
式
、
舊
式
於
是
一
變
。

（
林
家
の
喪
祭
の
旧
式
は
文
公
家
礼
に
沿
う
。
公
嘗
て
家
礼
は
仮
託
に
出
づ
と
疑
い
て
、
之
を
用
う
る
を
欲
せ
ず
、
晩
年
自
ら
喪
式

を
述
ぶ
。
余
に
も
亦
た
哀
敬
編
有
り
て
、
公
の
訂
覧
を
経
た
り
。
公
、
病
已す

で

に
革あ

ら
たま
る
や
、
余
を
し
て
事
を
幹
せ
し
む
る
に
、
一

に
此
の
式
に
遵し

た
がう
。
旧
式
是こ

こ

に
於
て
一
変
す（

12
）。）

と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
林
家
の
喪
祭
（
葬
祭
）
は
か
つ
て
『
家
礼
』（
文
公
家
礼
）
に
よ
っ
て
い
た
が
、「
公
」
す
な
わ
ち

述
斎
は
同
書
が
朱
熹
に
仮
託
し
た
偽
書
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
こ
れ
を
用
い
ず
、
晩
年
に
み
ず
か
ら
「
喪
式
」
の
書
を
ま
と
め
た
。
一
方
、

一
斎
も
ま
た
『
哀
敬
編
』
を
著
わ
し
て
述
斎
の
校
閲
を
得
た
。
そ
し
て
、
述
斎
は
臨
終
の
際
、
一
斎
に
こ
の
方
式
に
従
っ
て
葬
儀
を
執
行

す
る
よ
う
命
じ
た
。
旧
来
の
林
家
の
方
式
は
こ
こ
に
お
い
て
一
変
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
述
斎
の
葬
儀
は
『
家
礼
』

に
必
ず
し
も
準
拠
せ
ず
、
独
自
の
礼
式
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
か
つ
て
論
じ
た
よ
う
に
、
彼
ら
は
乾
隆
六
十
年
（
一
七
九
五
）
刊
行
の

『
四
庫
全
書
総
目
』（
四
庫
提
要
）
が
採
用
し
た
『
家
礼
』
仮
託
説
を
い
ち
早
く
知
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
当
時
の
中
国
の
新
た
な
学
術
情

報
に
よ
っ
て
『
家
礼
』
を
採
用
せ
ず
、
中
国
の
古
礼
等
に
も
と
づ
く
独
自
の
礼
制
を
構
想
し
た
の
で
あ
っ
た（

13
）。

こ
れ
に
関
し
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
河
田
文
庫
に
蔵
す
る
『
言
志
晩
録
』
稿
本
（
い
わ
ゆ
る
晩
稿
本
）
で
あ
っ
て
、
右
条
の
中
間
部
分

を
、

晩
年
自
述
喪
式
、
題
曰
封
禅
書
、
不
使
子
弟
観
之
。
余
亦
有
哀
敬
編
、
公
訂
覧
之
、
公
病
已
革
、
使
余
幹
事
、
一
遵
二
書
。

（
14
）

（
晩
年
自
ら
喪
式
を
述
ぶ
。
題
し
て
封
禅
書
と
曰
い
、
子
弟
を
し
て
之
を
観
せ
し
め
ず
。
余
に
も
亦
た
哀
敬
編
有
り
て
、
公
之
を
訂

覧
す
。
公
、
病
已
に
革
ま
る
や
、
余
を
し
て
事
を
幹
し
、
一ひ

と

え
に
二
書
に
遵し

た
がわ
し
む
。）

と
し
て
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
述
斎
が
晩
年
に
ま
と
め
た
と
い
う
「
喪
式
」
は
『
封
禅
書
』
と
題
さ
れ
た
こ
と
、
こ
れ
を
子
弟

に
は
見
せ
な
か
っ
た
こ
と
、
臨
終
の
際
、
一
斎
に
葬
事
を
託
す
る
の
に
『
封
禅
書
』
と
一
斎
の
『
哀
敬
編
』
に
遵
わ
せ
た
こ
と
な
ど
が
明
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記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
『
封
禅
書
』
と
い
う
書
名
だ
が
、
普
通
「
封
禅
」
と
は
中
国
の
皇
帝
が
天
命
を
受
け
て
帝
位
に
就
い
た
際
な
ど
に
泰
山
で
天
地
を

祀
る
大
規
模
な
祭
祀
を
い
い
、『
史
記
』
封
禅
書
が
秦
の
始
皇
帝
ら
の
封
禅
の
記
録
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
こ

の
書
名
は
一
見
奇
妙
に
映
る
の
で
あ
る
が
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
述
斎
は
こ
れ
を
子
弟
に
は
見
せ
な
か
っ
た
と
い
い
、
ま
た
「
禅
」
に
は

譲
る
、
授
け
る
の
意
味
が
あ
る
か
ら
、「
封
印
し
て
授
け
る
」
と
い
う
意
味
で
こ
の
名
を
つ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
封
禅
書
』
の
序
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る（

15
）。
い
ま
句
読
点
と
読
み
が
な
を
適
宜
付
し
て
翻
刻
す
る
。

予
七
十
の
誕
辰
を
此
生
の
終お

わ
りと
し
、
其
後
ハ

閏
餘
と
し
て
天
禄
に
任
せ
、
一
年
づ
ゝ
を
送
る
べ
し
と

思
ひ
定
め
、
襄じ

ょ
う事じ

の
時
か
く
あ
る
べ
し
と
謀は

か

る
事
を
紙

片
に
書
し
て
匣は

こ

に
収
め
、
権か

り

に
封
禅
書
と
題

し
坐
邊
に
置お

き

し
が
、
今
茲
辛
丑
二
月
、
閉
居

愁
鬱
の
折
か
ら
、
と
り
出
し
て
遂
に
児
等
に
授

け
従
事
せ
し
め
ん
為た

め

次
第
を
分
ち
、
又
新
に

思
ひ
よ
る
事
を
も
併
せ
記
し
て
、
危
篤
に
臨
み

遺
嘱
せ
ず
し
て
事
足
る
べ
き
や
う
に
豫

あ
ら
か
じめ

傳
へ
お
く
も
の
な
り
。

す
な
わ
ち
本
書
は
も
と
も
と
七
十
歳
の
作
で
、
み
ず
か
ら
の
「
襄
事
」（
葬
儀
）
の
た
め
に
用
意
し
て
お
い
た
が
、「
辛
丑
」
の
年
二
月

に
な
っ
て
次
第
を
分
か
ち
、
新
た
に
考
え
た
事
な
ど
を
併
せ
記
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
七
十
歳
の
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
作
ら
れ
、

林
氏
墓
地
と
林
述
斎
・
佐
藤
一
斎
の
墓
制
（
吾
妻
）
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死
去
す
る
天
保
十
二
年
（
辛
丑
、
一
八
四
一
）
二
月
に
最
終
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
わ
け
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
上
述
し
た
本
書
撰
述
の
経

緯
と
よ
く
合
致
し
て
い
る
。

本
書
の
目
次
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

初
終

斂設
靈
座

墓
制

私
謚

成
服

追
遠

こ
の
う
ち
初
終
か
ら
成
服
ま
で
が
葬
礼
（
喪
礼
）
に
あ
た
り
、
追
遠
が
祭
礼
に
相
当
す
る
。
こ
の
祭
礼
部
分
を
読
む
と
、
林
家
が
述
斎

以
降
ど
の
よ
う
に
祖
先
祭
祀
を
行
な
っ
て
い
た
か
が
知
ら
れ
て
興
味
深
い
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
祭
礼
に
関
し
て
は
割
愛
す
る
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
以
上
の
検
討
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
述
斎
の
墓
は
そ
の
遺
著
『
封
禅
書
』
お
よ
び
佐
藤
一
斎
『
哀
敬
編
』
の
二

書
に
も
と
づ
き
、『
家
礼
』
と
は
異
な
る
構
想
を
加
え
て
造
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
次
に
そ
の
こ
と
を
具
体
的
に
確
認
し

て
み
よ
う
。

⚒

墓
制
構
想

述
斎
の
墓
の
つ
く
り
に
関
し
て
最
も
重
要
な
の
は
『
封
禅
書
』
の
墓
制
部
分
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
記
述
の
区
切
り
ご
と
に
仮
の
見
出
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し
を
立
て
、
ま
た
句
読
点
と
読
み
が
な
を
適
宜
付
し
て
解
説
し
て
お
き
た
い
。〔

〕
内
は
割
注
で
あ
る
。

ア
、
墓
制
の
方
針
に
つ
い
て

こ
れ
迠ま

で

の
墳
制
ハ
全
く
文
敏
公
に
准
據
す
と
見
へ
た
り
。

其
初
ハ
家
禄
千
石
に
も
満み

た

ざ
れ
ば
さ
も
あ
り
ぬ
べ
し
。
追
々
に

恩
澤
を
以
て
増
邑
し
、
予
に
至
て
つ
ゐ
に
三
千
石
を
踰こ

え

た
り
。
こ
ゝ
に
お
ゐ
て
改
め
ざ
れ
ば
後
の
則の

り

と
も
し
難
く
、
又
喪

祭
家
の
有
無
に
適
す
る
理
に
も
違た

が

へ
り
。
予
木も

く

圖ず

を
造
り
て

預
備
と
す
。
敢
て
み
づ
か
ら
僭
越
し
て
崇
大
に
す
る
に
非
ず
、

子
孫
よ
ろ
し
く
此
旨
を
領
す
べ
き
な
り
〔
其
形
制
尽つ

く

し
が
た
け
れ
バ
前
に
圖
記
あ
り
〕。

述
斎
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
墓
制
は
「
文
敏
公
」
す
な
わ
ち
羅
山
の
方
式
に
準
拠
し
て
き
た
。
当
初
千
石
に
も
満
た
な
い
俸
禄
の
時
代
は

そ
れ
で
も
よ
か
っ
た
が
、
家
禄
は
今
や
三
千
石
を
越
え
た
。
よ
っ
て
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
形
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
僭
越

に
は
当
た
ら
な
い
と
い
う
。
こ
こ
に
い
う
家
禄
に
つ
い
て
は
、
一
斎
の
「
故
大
内
記
快
烈
林
公
墓
表
」
に
も
、

家
秩
原
千
五
百
石
、
至
公
前
後
増
秩
為
三
千
五
百
石
、
歳
給
合
一
千
二
百
金
、
其
他

恩
齎
不
貲
、
特
旨
進
班
、
亜
本
城
留
守
。
蓋

自
公
之
入
継
、
班
秩
逈
出
於
家
祖
數
世
之
上
、
稱
曰
中
興
、
猶
歉
也
。

（
家
秩
原も

と
千
五
百
石
、
公
に
至
り
て
前
後
秩
を
増
し
て
三
千
五
百
石
と
為
り
、
歳
給
合
し
て
一
千
二
百
金
。
其
の
他
恩お

ん

齎せ
い

貲は
か

ら
れ

ず
、
特
旨
も
て
班
を
進
め
、
本
城
留
守
に
亜つ

ぐ
。
蓋
し
公
の
入
り
て
継
ぎ
し
よ
り
、
班
秩
逈は

る

か
に
家
祖
数
世
の
上
に
出い

づ
。
稱
し

て
中
興
と
曰
う
も
、
猶
お
歉あ

き
たり
ん
や
。）

と
い
わ
れ
て
い
る
。
俸
禄
が
増
え
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
身
分
も
小
性
組
番
頭
次
席
格
に
出
世
し
、
林
家
の
「
中
興
」
と
い
う
表
現
で
は
足
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り
な
い
大
き
な
功
績
を
残
し
た
と
特
筆
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
『
家
礼
』
は
一
般
の
士
庶
の
た
め
に
編
ま
れ
た
儀
礼
書
で
あ
る
か
ら
礼

制
の
記
述
は
質
素
で
あ
り
、
そ
の
た
め
羅
山
の
墓
も
か
な
り
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
述
斎
の
墓
が
羅
山
ら
の
墓
と
違
う
大

き
な
規
模
を
有
し
て
い
る
の
は
、
幕
府
の
上
級
旗
本
と
し
て
の
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
規
模
と
風
格
を
持
つ
墓
制
が
目
指
さ
れ
た
か
ら
な
の

で
あ
る
。

な
お
、『
封
禅
書
』
で
「
木も

く

図ず

」
を
造
っ
た
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
木
製
の
立
体
模
型
図
を
作
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
説

明
と
し
て
別
に
「
図
記
」
を
書
い
た
と
さ
れ
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
伝
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

イ
、
規
模
の
大
小
に
つ
い
て

此
度
定さ

だ
める
制
ハ
代
々
家
督
之
者
に
限
る
べ
し
。
又
長
子
ニ
而

叙
爵
せ
ば
同
じ
か
る
べ
し
。
其
餘
ハ
長
子
と
い
へ
ど
も
減
殺

げ
ん
さ
い

す
べ

し
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
今
回
定
め
た
墓
制
は
家
督
相
続
者
や
長
子
の
叙
爵
者
に
の
み
該
当
す
る
も
の
で
、
そ
れ
以
外
は
長
子
で
あ
っ
て
も
規

模
を
縮
小
す
べ
き
だ
と
い
う
。
実
際
、
述
斎
以
後
、
述
斎
と
同
じ
規
模
を
も
つ
墓
は
、
上
述
し
た
と
お
り
林
檉
宇
、
林
壮
軒
、
林
復
斎
の

家
督
相
続
者
だ
け
で
あ
っ
て
、
他
は
み
な
そ
れ
よ
り
も
小
型
に
な
っ
て
い
る
。

ウ
、
墳
上
の
樹
に
つ
い
て

墳
上
樹
を
植
べ
し
。
予
ハ
巖
桂
に
す
べ
し
と
心
に
期
す
。

婦
女
は
檎
な
ど
し
か
る
べ
し
。
旧
制
鬣
封
の
上
に
麥
門

冬
を
裁う

え

た
り
。
是
ハ
大
夫
は
藥
草
と
云
語
に
泥な

ず

め
る
な

る
べ
し
。
今
の
世
に
墳
樹
の
定
制
も
無
き
に
強し

い

て
唐
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制
を
私

わ
た
く
しに
假
用
る
事
不
當
な
ら
ず
や
。

予
曾
て
京
師
惺
公
の
墓
に
榊
一
株
う
へ
し
を
甚
だ

敬
服
し
て
、
多
年
榊
苗
を
試
に
培
養
せ
し
が
、
土

宜
に
あ
ら
ず
、
因
て
絶
念
し
て
桂
に
換か

え

る
事

に
ぞ
。

こ
こ
で
は
墳
土
の
上
に
樹
木
を
植
え
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
述
斎
は

岩
桂
（
巖
桂
）
が
よ
い
と
心
に
決
め
て
お
り
、
婦
女
の
場
合
は
林
檎
な
ど
で
も

よ
い
と
い
う
。
ま
た
林
氏
墓
地
の
旧
制
で
は
馬
鬣
封
の
墳
土
の
上
に
「
麦
門

冬
」
を
植
え
て
い
た
と
い
う
。
麦
門
冬
（
ば
く
も
ん
ど
う
）
は
ク
サ
ス
ギ
カ
ヅ

ラ
科
の
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
の
異
名
で
、
そ
の
根
は
漢
方
薬
と
し
て
用
い
ら
れ
る（

16
）。
こ

こ
で
「
大
夫
は
薬
草
と
云
語
に
泥
め
る
な
る
べ
し
」
と
い
う
の
は
『
周
礼
』
春

官
・
冢
人
の
賈
公
彦
疏
引
『
春
秋
緯
』
の
記
述
に
、
大
夫
身
分
の
者
は
墳
土
に

薬
草
を
植
え
る
と
あ
る
の
に
よ
る
の
だ
が（

17
）、
述
斎
は
、
墓
樹
に
つ
い
て
は
き

ま
っ
た
制
度
が
な
い
以
上
、
そ
の
よ
う
な
中
国
の
や
り
方
に
従
う
必
要
は
な
い

と
い
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
か
つ
て
「
京
師
惺
公
の
墓
」
す
な
わ
ち
京
都
の
藤

原
惺
窩
の
墓
に
榊
一
株
が
植
え
ら
れ
て
い
る
の
に
敬
服
し
、
長
年
榊
の
苗
を
育

て
て
い
た
が
、
土
壌
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
そ
れ
は
断
念
し
て
岩
桂
を
植
え
る

こ
と
に
し
た
と
い
う
。

林
氏
墓
地
と
林
述
斎
・
佐
藤
一
斎
の
墓
制
（
吾
妻
）
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ち
な
み
に
、
こ
こ
で
触
れ
ら
れ
た
藤
原
惺
窩
の
墓
は
京
都
市
上
京
区
相
国
寺
の
舊
林
光
院
内
に
あ
る
（
図
⚘（

18
））。
現
在
の
墓
碑
は
明
治

二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
新
た
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
、
周
囲
は
整
備
さ
れ
て
往
時
の
面
目
と
は
な
か
り
違
う
よ
う
だ
が
、
林
羅
山
撰

「
惺
窩
先
生
行
状
」
に
よ
る
と
「
葬
先
生
于
萬
年
山
相
國
寺
某
院
某
地
某
林
、
疊
石
而
封
樹
之（

19
）」
と
あ
り
、
ま
た
一
九
二
二
年
刊
の
寺
田

貞
次
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』
の
「
藤
原
惺
窩
墓
」
に
「
一
株
の
榊
樹
前
に
在
り
〔
近
年
枯
る
〕

（
20
）」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
も

と
は
確
か
に
榊
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。

こ
の
、
墓
に
植
樹
す
る
と
い
う
の
は
『
家
礼
』
に
は
な
い
話
で
、
述
斎
は
惺
窩
の
墓
の
例
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
独
自
の
判
断
で
そ
の
よ

う
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。
墓
地
に
お
け
る
植
樹
は
中
国
で
も
日
本
で
も
古
く
か
ら
あ
る
習
慣
だ
が
、
し
か
し
大
き
な
墳
丘
の
上
と
か
墳
墓

の
囲
り
に
植
樹
す
る
な
ら
と
も
か
く
、
個
人
の
小
さ
な
墳
土
の
真
上
に
樹
を
植
え
る
と
い
う
の
は
か
な
り
特
異
な
発
想
で
、
こ
れ
だ
と
樹

木
の
根
が
張
っ
て
地
中
の
棺
（
遺
体
）
を
包
み
込
む
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
図
⚕
に
見
る
と
お
り
、
述
斎
の
墳
土
の

上
に
は
樹
木
が
大
き
く
茂
り
、
深
く
根
を
張
っ
て
い
る
。

こ
の
樹
は
モ
ク
セ
イ
ら
し
く
、
筆
者
が
訪
れ
た
十
一
月
三
日
に
は
橙
色
の
花
が
咲
き
残
っ
て
い
た
。
実
は
、
モ
ク
セ
イ
は
先
の
『
封
禅

書
』
で
述
斎
が
い
っ
て
い
た
「
岩
桂
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
漢
語
の
「
岩
桂
」
に
つ
い
て
少
し
調
べ
て
み
る
と
、
高
明
乾
主

編
『
植
物
古
漢
名
図
考
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
傍
点
は
引
用
者
に
よ
る
）。

【
梫
】
木
犀
（
木
犀
科
）
O
sm
anthusfragransLour.木
犀
又
稱
桂
、
木ㅟ

樨ㅟ

、
巖ㅟ

桂ㅟ

、
木
樨
花
、
九
里
香
等
。《
花
鏡
》
巻
三
：ʠ
桂
，

一
名
梫
，
一
名
木䀝

樨䀝

，
一
名
巖䀝

桂䀝

ʡ。
…
…
常
見
的
有
金
桂
或
稱
丹
桂
（
花
橙
黄
色
），
銀
桂
（
花
黄
白
色
）
和
四
季
桂
等
。

（
21
）

こ
こ
で
植
物
の
種
類
の
細
か
な
同
定
を
し
て
も
あ
ま
り
意
味
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
要
は
、
漢
語
で
い
う
「
岩
桂
」（
巖
桂
）
が
、
い
わ

ゆ
る
モ
ク
セ
イ
（
木
犀
）
に
あ
た
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ
ば
い
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
、
述
斎
が
み
ず
か
ら
の
墓
に
植
え
た
い
と
い
っ

て
い
た
「
岩
桂
」
が
、
今
、
実
際
に
植
え
ら
れ
て
繁
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。
も
ち
ろ
ん
、
述
斎
の
没
後
す
で
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に
百
八
十
年
あ
ま
り
経
っ
て
い
る
か
ら
、
樹
齢
か
ら
見
て
今
の
モ
ク
セ
イ
は
当
初
の
も
の
と
は
考
え
に
く
い
が
、
植
え
替
え
ら
れ
た
際
に

同
じ
モ
ク
セ
イ
が
植
樹
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
偶
然
の
一
致
と
は
思
わ
れ
ず
、
述
斎
の
墓
樹
構
想
が
今
も
継
承

さ
れ
て
残
っ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

ち
な
み
に
中
村
惕
斎
は
、
棺
椁
が
堅
固
で
あ
れ
ば
木
の
根
が
刺
し
入
る
心
配
は
な
い
か
ら
、
墓
の
傍
や
後
ろ
に
松
柏
数
株
を
植
え
る
の

も
よ
い
と
い
う
。
そ
の
根
が
墓
上
で
交
結
す
れ
ば
盗
掘
防
止
の
役
割
も
果
た
す
だ
ろ
う
と
い
っ
て
お
り
（『
慎
終
疏
節
通
考
』
巻
四
、
樹（

22
））、

墓
樹
に
関
し
て
は
そ
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

エ
、
石
欄
・
墳
土
・
植
樹
に
つ
い
て

墓
を
修
め
ず
と
い
ふ
事
ハ
最
堅
実
な
る
地
に
限
る
べ
し
。

牛
隴
旧
制
の
鬣
封
ハ
毎
冬
凍
冱
に
崩
れ

年
久
く
経
し
ハ
其
形
を
存
せ
ず
。
時
俗
ハ
碑
下
に

棺
を
瘞う

ず
むる
事
と
の
ミ
思
ふ
ま
ゝ
、
鬣
封
の
壊
廢
し

た
る
所
を
敬
す
る
事
を
し
ら
ず
し
て
、
下
人
等
踐ふ

み

過よ
ぎ

る

弊
あ
り
き
。
因
て
墳
趾
に
石
を
盈
て
其
上
に
土
を

盛
り
樹
を
植
る
事
と
せ
る
な
り
。

こ
こ
で
述
斎
は
、
墓
を
修
復
せ
ず
に
放
置
し
て
お
け
る
の
は
ご
く
堅
実
な
土
地
の
場
合
だ
け
だ
と
い
い
、
普
通
は
必
ず
保
守
作
業
が
必

要
だ
と
す
る
。
そ
し
て
「
牛
隴
」
す
な
わ
ち
牛
込
の
林
氏
墓
地
に
お
け
る
馬
鬣
封
は
、
冬
に
な
る
た
び
に
凍
っ
て
崩
れ
、
土
盛
り
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
人
々
は
習
慣
上
、
墓
碑
の
下
に
棺
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
た
め
、
崩
れ
た
馬
鬣
封
の
場
所
を

敬
う
こ
と
を
知
ら
ず
、
む
や
み
に
そ
の
上
を
踏
み
歩
い
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
墳
所
に
石
を
敷
き
詰
め
て
土
を
盛
り
、
樹
を
植
え
る
こ
と

林
氏
墓
地
と
林
述
斎
・
佐
藤
一
斎
の
墓
制
（
吾
妻
）
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に
し
た
と
い
う
。

墓
碑
の
下
に
棺
が
あ
る
と
思
い
込
む
と
い
う
の
は
、
当
時
の
日
本
の
墓
制
と
関
係
が
あ
る
。
一
般
に
墓
は
寺
院
内
に
設
け
ら
れ
、
土
地

が
狭
小
な
せ
い
で
棺
の
真
上
に
墓
碑
が
立
て
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る（

23
）。
こ
う
し
て
日
本
の
場
合
は
墓
碑
（
墓
石
）
が
ぎ
っ
し
り
と
立
ち
並
ぶ

こ
と
に
な
る
が
、
儒
式
の
場
合
は
本
来
、
墓
碑
が
前
に
あ
り
、
そ
の
後
ろ
に
棺
が
埋
め
ら
れ
て
墳
土
が
盛
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
と
、

墳
土
が
無
く
な
っ
て
平
ら
に
な
っ
た
場
合
、
棺
（
壙

は
か
あ
な）
の
上
が
足
で
踏
み
つ
け
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
述
斎
の
墓
は
、
こ
う

し
て
墳
土
の
周
り
を
切
石
で
囲
み
、
壙
上
に
樹
を
植
え
て
棺
の
あ
り
か
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る（

24
）。
確
か
に
、
こ
れ
な
ら
棺
の
上
が

踏
み
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

こ
れ
に
関
し
て
、
一
斎
『
哀
敬
編
』
に
は
、

碑
ノ
マ
ハ
リ
ニ
石
欄
或
ハ
石
屏
ヲ
設
ケ
、
其
中
ヲ
切
リ
、
石
ニ
テ
甃
ス
ヘ
シ
。（『
哀
敬
編
』
哀
編
下
、
立
碑（

25
））

と
い
っ
て
い
る
。「
甃
」
は
石
畳
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
述
斎
の
墓
は
実
際
に
墓
碑
の
周
囲
を
切
石
で
仕
切
っ
て
石
畳
を
敷
き
、
墳
土

―
―
土
盛
り
は
現
在
は
な
く
な
っ
て
い
る
が
―
―
す
な
わ
ち
棺
（
壙
）
の
位
置
が
、
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

『
家
礼
』
に
は
な
い
こ
れ
ら
の
墓
樹
や
石
畳
の
方
式
は
、
そ
の
後
、
林
檉
宇
、
林
壮
軒
、
林
復
斎
の
墓
制
へ
と
受
け
継
が
れ
る
の
で
あ
る（

26
）。

な
お
墓
誌
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
斎
は
述
斎
の
た
め
に
漢
文
の
「
快
烈
先
生
墓
誌（

27
）」
を
撰
し
て
い
る
。『
封
禅
書
』
に
墓
誌
の
記
述
は

な
い
が
、『
哀
敬
編
』
に
は
「
刻
誌
石
」
の
条
が
あ
っ
て
誌
石
の
制
作
に
つ
き
述
べ
て
い
る
の
で
（
哀
編
上
、
刻
誌
石（

28
））、
述
斎
の
誌
石
は

実
際
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る（

29
）。
こ
の
ほ
か
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
河
田
興
「
恭
恪
先
生
林
府
君
墓
誌
」
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
墓
誌
は

『
家
礼
』
に
お
い
て
も
制
作
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
家
礼
』
に
従
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
も
そ
も
林
氏
墓
地
に
は
林
鳳
岡
、
林
榴
岡
、
林
鳳
谷
、
林
鳳
潭
、
林
錦
峰
ら
十
四
人
の
墓
誌
も
し
く
は
墓
誌
蓋
が
現
存
し
て
い
い
て
、

そ
れ
ら
は
改
葬
さ
れ
た
際
に
地
中
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
が（

30
）、
述
斎
以
下
四
世
の
墓
は
比
較
的
新
し
く
、
ま
た
切
石
で
囲
ま
れ
る
な
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ど
つ
く
り
が
堅
固
で
あ
っ
て
、
改
葬
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
述
斎
ら
の
誌
石
は
当
時
の
ま
ま
、
な
お
彼
ら
の
墓
前
に
埋

ま
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
林
氏
墓
地
に
つ
き
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
構
想
の
も
と
に
造
ら
れ
た
か
を
探
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
八
世
林
述
斎
の
以
前
と

以
後
で
は
、
そ
の
根
拠
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
か
つ
て
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
に
出
さ
れ
た
『
国

史
跡

林
氏
墓
地
調
査
報
告
書
』（
新
宿
区
教
育
委
員
会
）
は
か
な
り
詳
細
か
つ
す
ぐ
れ
た
報
告
書
で
あ
っ
て
、
今
な
お
援
用
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
に
い
う
の
は
訂
正
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

林
家
の
人
々
は
儒
教
の
礼
式
に
よ
り
儒
葬
さ
れ
た
が
、
墓
地
縮
少
の
た
め
に
、
す
で
に
そ
の
面
影
を
止
め
る
も
の
は
、
八
世
か
ら
十

一
世
に
至
る
四
代
の
大
学
頭
の
墓
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
儒
葬
の
礼
は
少
く
、
こ
の
四
基
の
墓
は
貴
重
な
遺
例
と
い
え
る
も
の

で
あ
る
。（
同
書
、
二
頁
）

こ
の
説
明
は
間
違
い
で
は
な
い
が
、
述
斎
ら
の
四
基
の
み
が
儒
葬
の
典
型
例
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
の
は
正
し
く
な
い
。
よ
り
正
確
に
い

え
ば
、
荒
川
亀
・
羅
山
ら
江
戸
時
代
後
期
ま
で
の
墓
は
朱
熹
『
家
礼
』
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
『
泣
血
余
滴
』
に
従
っ
て
造
ら
れ
た
が
、
述

斎
以
下
、
江
戸
時
代
末
期
の
四
基
は
『
家
礼
』
を
一
部
ふ
ま
え
つ
つ
も
、
そ
れ
と
は
別
に
構
想
さ
れ
た
述
斎
の
『
封
禅
書
』
お
よ
び
佐
藤

一
斎
の
『
哀
敬
編
』
に
も
と
づ
い
て
造
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
述
斎
以
下
の
林
家
当
主
の
四
基
は
、
規
模
が
大
き
く
、
切
石
で
囲
ま

れ
、
さ
ら
に
墳
上
に
植
樹
す
る
な
ど
、
羅
山
以
来
の
「
旧
制
」
と
は
違
っ
て
、
上
級
旗
本
と
し
て
の
地
位
に
ふ
さ
わ
し
い
規
模
と
風
格
を

示
す
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
墓
域
内
の
周
囲
に
植
え
ら
れ
て
い
る
樹
木
に
つ
い
て
、
述
斎
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。『
封
禅
書
』
の
「
追

林
氏
墓
地
と
林
述
斎
・
佐
藤
一
斎
の
墓
制
（
吾
妻
）
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遠
」
す
な
わ
ち
祭
礼
部
分
に
お
け
る
記
述
で
あ
る
。

牛
隴
も
と
荒
廢
せ
し
を
修
補
し
て
深
鬱

の
境
と
せ
し
が
、
己
亥
の
火
患
に
て
多
く
焦
灼

し
あ
さ
ま
に
な
り
し
か
ば
、
再
び
木
を
裁
添
候
に

其
夏
の
旱
に
て
多
く
枯
槁
せ
り
。
後
又
う
へ

添
れ
ど
も
猶
お
も
ハ
し
か
ら
ず
、
追
々
に
補
裁
し
て

鬱
茂
を
謀
る
也
。
後
年
参
拝
ご
と
に
検
點
し
て

浅
ま
な
る
所
ハ
補
植
す
べ
し
。
怠
る
べ
か
ら
ず
。

こ
こ
に
「
己
亥
」
と
い
う
の
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
で
、
述
斎
の
死
去
す
る
二
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
牛
隴
（
牛
込
）
の
当
墓
域

が
も
と
樹
木
が
鬱
蒼
と
茂
る
区
画
だ
っ
た
こ
と
、
こ
の
年
の
火
災
や
夏
の
日
照
り
に
よ
っ
て
多
く
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
そ
れ
を
み

ず
か
ら
修
復
し
た
こ
と
、
そ
し
て
今
後
、
参
拝
す
る
ご
と
に
点
検
し
て
補
植
す
べ
き
こ
と
な
ど
が
説
か
れ
て
い
る
。
現
在
、
墓
域
は
縮
小

さ
れ
た
と
は
い
え
、
な
お
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
等
の
常
緑
樹
が
茂
っ
て
お
り
、
述
斎
の
遺
志
を
そ
れ
な
り
に
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

墓
域
内
に
お
け
る
植
樹
の
件
も
ま
た
林
氏
墓
地
の
歴
史
に
お
い
て
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
柄
と
思
わ
れ
る
の
で
、
つ
い
で
に
引
用

し
て
お
く
次
第
で
あ
る
。

注（
⚑
）
吾
妻
重
二
「
日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
の
受
容
―
―
林
鵞
峰
『
泣
血
余
滴
』『
祭
奠
私
儀
』
を
中
心
に
」（
吾
妻
重
二
・
朴
元
在
編
『
朱
子
家
礼
と
東
ア

ジ
ア
の
文
化
交
渉
』
所
収
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
二
年
）、
吾
妻
重
二
「
日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て
―
―
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
の
視
点

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
七
十
二
巻
第
一
・
二
合
併
号
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か
ら
」（
一
）（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
三
輯
、
二
〇
二
〇
年
）、
松
原
典
明
『
近
世
大
名
葬
制
の
考
古
学
的
研
究
』（
雄
山
閣
、
二

〇
一
二
年
）
二
七
八
頁
以
下
。

（
⚒
）
伊
藤
家
墓
地
と
水
戸
藩
の
常
盤
・
酒
門
共
有
墓
地
に
つ
い
て
は
吾
妻
重
二
「
日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て
―
―
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
の

視
点
か
ら
」（
三
）（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
第
五
十
五
輯
、
二
〇
二
二
年
）
参
照
。

（
⚓
）
筆
者
が
林
氏
墓
地
を
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
一
九
年
十
一
月
三
日
で
あ
る
。
林
氏
墓
地
の
所
在
地
は
東
京
都
新
宿
区
市
谷
山
伏
町
十
六
番
地
。

（
⚔
）
林
氏
墓
地
の
概
略
に
つ
い
て
は
、『
国
史
跡

林
氏
墓
地
調
査
報
告
書
』（
新
宿
区
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八
年
）
参
照
。

（
⚕
）『
泣
血
余
滴
』
は
吾
妻
重
二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成

日
本
篇
』
一
（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
〇
年
）
に
影
印
し
た
。

（
⚖
）『
家
礼
』
式
墓
碑
に
は
円
頭
型
と
尖
頭
型
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
、
筆
者
は
前
者
を
タ
イ
プ
Ａ
、
後
者
を
タ
イ
プ
Ｂ
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
う
ち
タ
イ

プ
Ａ
の
方
が
『
家
礼
』
の
元
来
の
形
式
と
思
わ
れ
る
。
注
（
⚑
）
吾
妻
重
二
「
日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て
―
―
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
の

視
点
か
ら
」（
一
）
を
見
ら
れ
た
い
。

（
⚗
）
荻
生
茂
博
編
集
『
愛
日
楼
全
集
』（
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
十
六
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
影
印
、
一
九
九
九
年
）
巻
二
十
一
、
二
七
五
頁
。
な
お
、
同
書
巻
二
十
・

墓
銘
三
に
も
類
似
の
文
と
し
て
「
故
大
内
記
快
烈
林
公
墓
銘
并
序
」
が
載
っ
て
お
り
、
巻
二
十
一
所
収
の
「
墓
表
」
に
は
な
い
銘
を
七
句
、
末
尾
に
付
し

て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
「
墓
表
」
の
題
下
に
小
字
で
「
此
表
今
用
此
」
と
あ
り
、
実
際
に
述
斎
墓
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
こ
ち
ら
の
「
墓
表
」
な
の
で
、

「
墓
銘
并
序
」
の
方
は
該
文
の
草
稿
で
あ
っ
た
ろ
う
。
こ
の
墓
表
は
ま
た
注
（
⚔
）『
国
史
跡

林
氏
墓
地
調
査
報
告
書
』
八
三
頁
以
下
、
お
よ
び
鶴
田
勢

湖
「
舊
幕
府
大
學
頭
林
氏
墓
域
（
二
）」（『
墓
蹟
』
第
十
三
輯
、
一
九
二
九
年
）
に
も
翻
刻
を
収
め
る
。

（
⚘
）
中
村
惕
斎
の
墓
碑
に
つ
い
て
は
注
（
⚒
）
吾
妻
重
二
「
日
本
に
お
け
る
『
家
礼
』
式
儒
墓
に
つ
い
て
―
―
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
の
視
点
か
ら
」（
三
）
で

報
告
し
て
あ
る
。

（
⚙
）
東
京
都
立
日
比
谷
図
書
館
『
東
京
都
立
日
比
谷
図
書
館
蔵

河
田
文
庫
目
録
』（
一
九
六
二
年
）。『
封
禅
書
』
に
つ
い
て
は
、
吾
妻
重
二
「
佐
藤
一
斎
『
哀

敬
編
』
に
つ
い
て
―
―
日
本
陽
明
学
者
の
新
た
な
儒
教
葬
祭
書
」（
原
田
正
俊
編
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
二
四
五
、
ア
ジ
ア
の
死
と
鎮
魂
・
追
善
、
二
〇
二
〇
年
）

で
簡
単
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

（
10
）
河
田
興
「
恭
恪
先
生
林
府
君
墓
誌
」
は
、
横
瀬
貞
『
近
世
名
家
碑
文
集
』（
経
済
雑
誌
社
、
一
八
九
三
年
）
お
よ
び
亀
山
聿
三
編
『
近
代
先
哲
碑
文
集
』

第
四
集
（
夢
硯
堂
、
一
九
六
五
年
）
に
収
む
。

（
11
）
吾
妻
重
二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成

日
本
篇
』
七
（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
八
年
）。

林
氏
墓
地
と
林
述
斎
・
佐
藤
一
斎
の
墓
制
（
吾
妻
）
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（
12
）
相
良
亨
ら
『
佐
藤
一
斎
・
大
塩
中
斎
』（
日
本
思
想
大
系
四
十
六
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
一
六
一
頁
、
二
七
二
頁
。

（
13
）
一
斎
ら
の
礼
制
構
想
の
基
本
的
立
場
に
つ
い
て
は
、
注
（
⚙
）
吾
妻
重
二
「
佐
藤
一
斎
『
哀
敬
編
』
に
つ
い
て
―
―
日
本
陽
明
学
者
の
新
た
な
儒
教
葬

祭
書
」
で
論
じ
た
。
た
だ
し
こ
の
四
庫
提
要
の
『
家
礼
』
仮
託
説
は
現
在
、
否
定
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）
注
（
12
）『
佐
藤
一
斎
・
大
塩
中
斎
』
三
四
一
頁
、
補
注
二
八
。

（
15
）
以
下
、『
封
禅
書
』
の
引
用
は
そ
の
一
冊
目
を
主
と
し
、
必
要
に
応
じ
て
二
冊
目
に
よ
っ
て
対
校
し
た
。

（
16
）『
広
辞
苑
』
第
七
版
（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八
年
）、
ま
た
『
本
草
綱
目
』
草
部
・
巻
十
六
「
麦
門
冬
」
参
照
。

（
17
）『
周
礼
』
春
官
・
冢
人
「
冢
人
、
掌
公
墓
之
地
…
…
以
爵
等
爲
丘
封
之
度
與
其
樹
數
」
の
賈
公
彦
疏
に
「
案
春
秋
緯
云
、
天
子
墳
高
三
仞
、
樹
以
松
。
諸

侯
半
之
、
樹
以
栢
。
大
夫
八
尺
、
樹
以
藥
草
。
士
四
尺
、
樹
以
槐
、
庶
人
無
墳
、
樹
以
楊
柳
」
と
あ
る
。
大
夫
の
墳
土
の
高
さ
は
八
尺
で
、
薬
草
を
植
え

る
と
い
う
。

（
18
）
筆
者
が
藤
原
惺
窩
墓
を
調
査
、
撮
影
し
た
の
は
二
〇
二
〇
年
二
月
二
十
四
日
で
あ
る
。

（
19
）
国
民
精
神
文
化
研
究
所
『
藤
原
惺
窩
集
』
巻
上
（
も
と
一
九
四
一
年
発
行
、
思
文
閣
出
版
復
刊
、
一
九
七
八
年
）
一
二
頁
。

（
20
）
寺
田
貞
次
『
京
都
名
家
墳
墓
録
』（
村
田
書
店
、
一
九
二
二
年
）
五
三
頁
。

（
21
）
高
明
乾
主
編
『
植
物
古
漢
名
図
考
』（
大
象
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
三
〇
〇
頁
。

（
22
）
吾
妻
重
二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成

日
本
篇
』
四
（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
五
年
）
九
二
頁
下
段
。

（
23
）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
斎
『
哀
敬
編
』
に
「
喪
礼
第
一
緊
要
事
ハ
棺
椁
ニ
ア
リ
。
…
…
臥
制
ニ
テ
ハ
墳
墓
場
取
リ
テ
僧
寺
湫
隘
ノ
域
ニ
容
レ
難
ク
、

偶
コ
ノ
制
ノ
墳
墓
ア
レ
ハ
後
或
ハ
人
ニ
蹈
マ
ル
ヽ
患
ア
リ
。
然
レ
ハ
瓦
棺
ニ
テ
坐
制
ニ
ス
ル
ノ
マ
サ
レ
ル
ニ
如
カ
ス
」（
哀
編
上
、
治
棺
椁
）
と
い
っ
て

い
る
。
注
（
11
）
吾
妻
重
二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成

日
本
篇
』
七
、
一
一
五
頁
以
下
。

（
24
）
こ
の
点
に
関
し
て
、『
哀
敬
編
』
は
『
封
禅
書
』
と
違
っ
て
い
る
。『
哀
敬
編
』
で
は
「
今
坐
棺
ヲ
葬
レ
ハ
別
ニ
墳
ヲ
起
サ
ス
、
直
ニ
墳
上
ニ
碑
ヲ
立
テ
、

碑
ニ
シ
テ
墳
ヲ
兼
ネ
シ
ム
ヘ
シ
」
と
い
う
よ
う
に
、
坐
棺
の
ま
上
に
墓
碑
を
立
て
、
そ
れ
を
墳
土
の
代
わ
り
に
す
れ
ば
よ
い
と
す
る
か
ら
で
あ
る
（『
哀

敬
編
』
哀
編
下
、
立
碑
）。
注
（
11
）
吾
妻
重
二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成

日
本
篇
』
七
、
一
三
六
頁
。

（
25
）
注
（
11
）
吾
妻
重
二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成

日
本
篇
』
七
、
一
三
九
頁
。

（
26
）
た
だ
、
林
檉
宇
の
墓
上
に
は
モ
ク
セ
イ
で
は
な
く
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
（
黒
鉄
黐
）
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
林
氏
墓
地
の
周
り
に
ク
ロ
ガ

ネ
モ
チ
が
植
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
も
同
じ
樹
が
植
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
樹
が
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
で
あ
る
こ
と
は
、
新
宿
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西
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論
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歴
史
博
物
館
の
芦
崎
泰
彦
氏
の
教
示
に
よ
る
。

（
27
）『
愛
日
楼
全
集
』
巻
二
十
二
・
墓
誌
。
注
（
⚗
）
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
十
六
巻
、
二
九
三
頁
。

（
28
）
注
（
11
）
吾
妻
重
二
編
著
『
家
礼
文
献
集
成

日
本
篇
』
七
、
一
一
七
頁
。

（
29
）
た
だ
し
、『
哀
敬
編
』
で
は
『
家
礼
』
の
よ
う
に
蓋
と
底
に
分
け
ず
に
一
枚
の
石
を
用
い
、
さ
ら
に
表
面
は
仮
名
交
じ
り
で
「
処
某
姓
名
遺
骸
藏
」
と
だ

け
記
し
、
裏
面
に
「
故
某
官
某
氏
君
名
某
称
某
、
何
年
月
日
生
、
何
年
月
日
卒
、
壽
若
干
、
葬
於
某
郷
」
と
漢
文
で
ご
く
簡
単
に
記
す
だ
け
だ
と
す
る
。「
快

烈
先
生
墓
誌
」
は
五
百
九
十
字
余
り
か
ら
な
る
長
文
な
の
で
、
そ
れ
と
は
違
っ
て
い
る
。

（
30
）
注
（
⚔
）『
国
史
跡

林
氏
墓
地
調
査
報
告
書
』
三
頁
以
下
。

林
氏
墓
地
と
林
述
斎
・
佐
藤
一
斎
の
墓
制
（
吾
妻
）
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